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5万分のユ地質図幅の新刊

尻尾崎
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5万分の1地質図幅
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･尻尾層群はかつて"古生層"と考えられていたが1959年

石灰岩から中生代型サンゴ化石が発見されて鳥の巣型石灰

料の一部であることが判明した.本層群は粘板岩･石灰岩

･チャ』ト･緑色岩･砂岩および礫岩(大部分は同時侵食起

源)からなる地向斜相の地層で北部北上岩泉帯の延長部と

考えられる.

･石灰岩は大きな岩体か3つあり岩質はいずれも燐分が少な

く製鉄用として優れており日鉄鉱業KKによって盛んに採

掘され鉱山に隣接する港からおもに室蘭に向け船速されて

いる.目下現地にセメント工場の建設が進みこの最泥地

は不況の世情の中で益々活気を帯びている.

･新第三系は本地域での分布は狭いが下北半島に広く分布す

るものの一部で中新統は本地域では陸成層(猿ガ森層)

鮮新統は砂子又層と呼ばれる海成層でその上半部からは大

桑一万願寺動物群に含まれる貝化石を多産する､
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･尻尾崎は下北半島の北東端に突出する岬で津軽海峡と太平

洋を分けている.本州の最北端は下北半息北酉端の大間岬.

これに対して尻尾岬を体州さいはて地"と人々は呼ぶ.

東北本線の野辺地から陸奥湾沿いに恐山の雄大祖威容を迎ぎ

見ながら北上するルｰトは最涯地に向うプレリュｰドとし

て申し分ない景観である.尻尾岬の燈台は明治9年の峻■1二

で津軽海峡と太平洋近海の闇を照らしてユ00年の歳月を経て

いる､

本図幅地域の地質は基盤をなすジュラ系民屋層群とこれ

を不整合に被覆する新第三系および第四系からなる.前者

は海抜400m以下の高地を形成して域内の東部に分布し

後2者はおおむね100m以下の台地および低地をなし前者

をとり囲むように分布する.

･第四系は鮮新統を不整合に覆う海成の田名部層と高位･

中位･低位の段丘構成層ほかに風成層･沖積層などから放

り砂鉄層を胚胎する.砂鉄採掘は縮少化しながらも現在

でも稼行中である.
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